
資料２　地質調査データ（抜粋）
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

事業名 または 工事名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.1 調査位置 市営田村植竹住宅跡地 北 緯 35°22′48.277″

発 注 機 関 平塚市教育委員会 学校教育部 教育施設課 調査期間 2020年 12月  4日 ～ 2021年  3月 17日 東 経 139°22′10.075″

調 査 業 者 主任技師 名
現  場
代 理 人
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鑑 定 者

ボーリング
責 任 者
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盛り土。礫は最大径1.0cm程、円礫。

一部黒色、有機質。締まりは悪く柔らか
い。

盛土。褐色を呈し、軟らかい。

現河床堆積物。礫は亜角礫で最大径は
2.0cm程。

塊状無構造の礫層。礫は円礫で最大径が
4.0cm程。

有機質で木片を含む。堆積構造は不明
慮。サンプリングを行う。

上方細粒化。

有機質で木片を多く含む。一部砂層を挟
む。

有機質で木片を多く含む。一部シルト層
を挟む。

シルト質砂。砂は細砂～中砂で締まりは
中程度。堆積構造は不明瞭。

砂質シルト層。一部砂質層をはさみ、岩
相変化が激しい。

最大径は4,0cm。密度は高く、硬い。孔
壁がもろく、崩れやすい。

堆積構造は不明瞭。

円礫。最大径3.0cm。19.00~19.50mは貝
殻片を多く含む。

20.00~20.50m、23.00~25.50mは貝殻片を
多く含む。下方再細粒化。
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堆積構造は不明瞭。

一部有機質。木片有。

砂は細粒～中粒が主体。

円礫。最大径2.0cm。下方粗粒化。非常
にしまりが良く、硬い。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

事業名 または 工事名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.2 調査位置 市営田村植竹住宅跡地 北 緯 35°22′46.8888″

発 注 機 関 平塚市教育委員会 学校教育部 教育施設課 調査期間 2020年 12月  4日 ～ 2021年  3月 17日 東 経 139°22′9.9248″
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粘性土主体。0.00~0.60mで所々コンク
リート片を混入。

均質のシルト層。盛り土。

礫混じりシルト。礫は亜円礫で最大径は
2.0cm程。

砂は細粒～中粒が主体。一部シルトが混
じる。

礫は亜角礫で最大径2.0cm程。基質は細
砂で色調は暗灰色に変化する。

有機質で木片を含む。堆積構造は不明
慮。一部細砂が混じる

締まりがよい。上方粗粒化。貝化石を多
く含む。12.00m付近は一部シルト分が混
じる。

亜角礫。φは最大で3.0cm程。

貝化石を多く含む。21.37m~は有機質。

締まりがよい。貝化石を多く含む。

貝化石を多く含む。
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無構造。29.00~29.25mまでは最大
φ=1.0cmの亜円礫を含む。

有機質、29.45mに木片含む。

砂粒子は細粒分が主体。

非常に緻密。礫は亜円礫で最大
φ=2.0cm。

砂質シルト層。締まりは良い。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

事業名 または 工事名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.3 調査位置 田村放置自転車仮置き場 北 緯 35°22′48.038″

発 注 機 関 平塚市教育委員会 学校教育部 教育施設課 調査期間 2020年 12月  4日 ～ 2021年  3月 17日 東 経 139°22′13.268″
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盛り土。0.00~0.20mは礫が混じる。

盛り土。砂質シルト。

盛土。礫混じり砂。分級はよく、礫は最
大で3cmのものもみられる。非常に緩く
コンクリートも混じっているが、盛土の
中に入れられたものである可能性が高
い。

砂礫。礫径は最大で4cm程。

シルト。ペネ試料が落下し、回収不可。
貫入試験・スライムの状況より判断。

数cmの砂質シルト層が狭在。

11.40~11.45mは局所的にφ=1.5cmの礫を
含む。下方細粒化。

堆積構造は不明瞭。

シルト質砂。砂は細砂で締まりは中程
度。

局所的にシルトを含む。

最大径3.0cmの礫を含む。砂は中佐～粗
砂。

φ=0.5cm~2.0cmの礫を含む。砂分は極粗
～粗粒。細粒分をほとんど含まない。

19~20mは貝殻密集層（カキを含む）。礫
をほとんど含まない。

22.~26.0mにかけて細粒分が少なくな
り、シルト混じり砂に移行する。貝殻は
極少量。26.0mはほぼ細粒砂、下方粗粒
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り、シルト混じり砂に移行する。貝殻は
極少量。26.0mはほぼ細粒砂、下方粗粒
化。

一部砂層を挟む。

無構造シルト。一部有機質。

緻密非常に緻密。礫は亜円礫で最大
φ=2.0cm。

一部砂質シルト層を含む。

緻密非常に緻密。礫は亜円礫で最大
φ=2.0cm。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

事業名 または 工事名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.4 調査位置 田村放置自転車仮置き場 北 緯 35°22′46.372″

発 注 機 関 平塚市教育委員会 学校教育部 教育施設課 調査期間 2020年 12月  4日 ～ 2021年  3月 17日 東 経 139°22′12.764″

調 査 業 者 名 主任技師
現    場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
9.22m

総 削 孔 長 35.40m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 D0-D

エンジン NFD-10 ポ ン プ BG-3C90°

0° 水平

鉛
直

0°

90°

0°

上
下

180°

0°

北

180°

0°

90°270°

東

南

西

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

8.22

7.22

1.82

0.32

-0.23

-5.48

-6.68

-7.38

-10.73

-11.48

-15.58

1.00

2.00

7.40

8.90

9.45

14.70

15.90

16.60

19.95

20.70

24.80

礫混じりシル
ト

中

砂

砂

礫

粘

土

砂質シルト

シ

ル

ト

質

砂

砂

礫

シルト質砂

砂

礫

砂質シルト

シ

ル

ト

質

砂

褐

色

褐

色

褐

色

暗

灰

色

暗灰色

暗

灰

色

暗

灰

色

暗灰色

暗

灰

色

暗灰色

暗

灰

色

rd2

rd2

rd3

rd2

rd3

rd4

rd4

rd2

rd5

rd2

rd3

rc2

rc1

rc4

rc2

rc3

rc3

rc4

rc3

rc4

rc3

rc3

完

新

世

盛土。表層15cm程は礫を多く含む。

無構造。

礫は最大径が4.0cm程の亜角礫。砂は粗
砂が主体。

木片を多く含む。鉄のにおい。

砂質シルト。締まりは中程度。一部砂が
混じる。

シルト質砂層。12m付近はシルト分が少
し多くなる。砂は粗砂が主体で締まりは
中程度。

礫は最大径が3.0cm程の亜角礫。

貝化石を多く含む。

礫は最大径が4.0cm程の亜角礫。

木片を多く含む。鉄のにおい。

塊状。巻貝・カキの化石を顕著に含む。
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む。

堆積構造は不明瞭。木片あり。

砂は中砂が主体。上方細粒化。

緻密非常に緻密。礫は亜円礫で最大
φ=2.0cm。

数cmの砂質シルト層が狭在。

緻密非常に緻密。礫は亜円礫で最大
φ=2.0cm。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

事業名 または 工事名 (仮称)平塚市学校給食センター整備事業（地質調査業務）

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.5 調査位置 田村放置自転車仮置き場 北 緯 35°22′47.440″

発 注 機 関 平塚市教育委員会 学校教育部 教育施設課 調査期間 2020年 12月  4日 ～ 2021年  3月 17日 東 経 139°22′11.611″
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表層15cm程は礫を多く含む。

無構造。礫径は最大で2.0cm。

堆積構造は不明瞭。礫径は最大で
3.0cm。透水性は高そう。

8.00~8.10mは色調が淡く、灰色。全体を
通して木片を多く含んでおり有機質。

2.0~3.0cmのシルト質砂層が狭在。

砂は細粒が主体。シルトが一部混じる。

全体を通して木片を多く含んでおり有機
質。

下方粗粒化。

礫は最大径が3.0cm程の亜角礫。

礫は最大径が3.0cm程の亜角礫。
19.00~19.45mは貝化石破片を多く含む。

貝殻片を含む。

数cmのシルト質砂層が狭在。

貝殻片を含む。
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